






研究目的 

大阪市地区では、前年度に報告した如く昭和 59年 5月より RIA法に変え、TSH-EIA(サンド

イッチ法)による TSH 測定によるクレチン症の新生児マススクリーニングを行っている。 

今年度は、前年度報告以後のスクリーニング結果を報告し、TSH-EIA の有用性の確認と問

題点につき検討した。 


